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自動耕転機の経営．的意義

渡　　辺　　信　　夫

（東　北　真　読）

最近における耕転機普及の点で注月されることは，そ

の台数の飛躍的増加と，一部地区の集中傾向から次第に

一般的普及の段階へ移行していることである．従来余り

みられなかった表東北の耕転機も，最近その急増が目立

つ．このような耕転機の一般的普及は農業経営にどのよ

うな影響を与えているか，耕転機利用にともなう2・3

の諸変化を検討し，その意義をたずねてみよう．

1．耕転過程の変化と家畜の変遷

秋田県仙北都旧高梨村（純単作札1戸当り平均耕地

1・4ba）K部落（24戸），T部落（11戸）の25年におけ

る耕転整地過程を示すと第1表のとおりである．

役畜利用が支配的で，荒起し後，砕土→鋤返し→睦立

の順で耕転整地が行われ代掻きまで5～6回にわたる

作業を繰返す農家が多い．そして，一般に上層農家ほど

集約的な耕転過程（注1）となるが，いずれにしても，

農家間で非常に調達していることが目立つ．

第1表．25年における耕転垂地方法（戸）
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＊は荒起しを含む回数

しかし，全戸が耕転機によって荒起しが行われるよう

になった33年について示すと第2表のとおりである．

耕転過程は，いずれの兵家も荒起し→瞳立て（1回）

→代掻きとなり，その過程は単純，画一化され，25年の

様相と一変している．ただ相違する点は，吐立て．代掻

きにおける役畜併用か，耕転機専用かの相違である．す

なわち33年には，役畜併用農家（A・B）が依然として

支配的ではあるが，12戸，34％（C）の農家が耕転機に

第2表．33年の耕転塾地方法（戸）
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注1：Aは荒起だけ，Bは荒起し，睦立てを耕転機，
他の作業は役畜併用，Cは荒起し～代掻きを耕
転機で行い，役畜は併用しない．

2：○は耕転機利用部分が被賃耕．

よる耕転整地の一貫作業に移行している．

以上のような耕転過程の変化は役畜所有にどのような

変化をもたらしたであろうか．26年と33年の対比によっ

て示すと第3表のとおりである．

第3表．26・33年対比の役畜変化（戸）
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耕転機所有農家19戸のうち，11戸は役畜の変化はみら

れない．しかし，役畜の排除農家が3戸，畜種を変えた

り，2頭飼育を1頭にしたものが5戸みられる．

役畜併有農家の多いことは，一見不合理のようにみら

れるが，役畜併用により耕転機耐用面前の増大（16戸の

アソケート調査による平均値は，Aは85ba・Bは75Ila・

Cは60llaの耐用両横となる），一方畜体そのものをある

程度切り下げることができる（畜体の小型化・牛の役畜

的所有から肥育的所有への転換・飼料費の節減）など，

細く長く耕転機を使用することを意図し，単純に役畜併

有の不合理性を指摘することができない．むしろ，現段
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階における耕転機そのものの構造を考慮しての過渡的現

象として理解すべきであろう．なお以上の変化は，非耕

転機所有農家にも波及していることは注目すべき点でも

ある．さらに村全体について考察すると第4表のとおり

である．

第4表．旧高梨村の耕転機と家畜の変遷

年　注：役場調査，（）は100戸当り調査

耕転機の増加（耕転機の利用農家率は24年12％，31年

87％）にともなう馬の急減にかわる牛の増加→減少，す

なわち，役畜の一貫的排除化と一方これに対する中家畜

の急増が目立つ．

いま，秋田統計調査事務所調査による33年度の秋田県

における牛・馬の年間飼育費を示すと次のとおりであ

る．

牛　58，117円．　馬　69，753円．

耕転機導入に伴う役畜の排除，あるいは畜種の転換を

単純に耕転機の使用費と比較することには問題があるに

しても，飼育費節減の意義は過少に評価すべきではない

であろう．

2．転売した耕転機の償却費

農家は自己の所有している耕転機にどれ程自己の経営

内から償却費を負担しているものか．ここではもっとも

問題となる族却計算そのものの仮設を前渡としないで，

16戸の農家で転売した耕転機30台（22年～34年）の実績

（下式）に基づいて検討してみよう．

自己の経営で負担した年間の償却費＝（耕転機購入

価格一同売却価格一貸耕手坂額）÷実際使用年数

なお耕転機価格には発動機を含む．賃耕手取額は燃料

代控除．

賃耕の手取額が，耕転機の使用価格（購入価格一一1売却

価格）を上回るもの10台（33％），年間償却費5千円以

下5台，5千円～1万円2台，1万円～2万5千円4

台，2万5千円～3万5千円3台，3万5千円～4万円

4台，4万円以上2台である．

すなわち，過大な慌却費を自己の経営で負担している

台数はきわめて少ないことが特徴的であり，むしろ貴家

の合理的利用が注目される．

そして，ここで注意される点は，転売・更新に伴い，

発動機の馬力の増大，すなわち耕深の増大である．ちな

みに，更新2台日の農家について，発動機の馬力および

耕深の変化を示すと次のとおりである（6戸平均）．

馬力　5．5P一・8．1耳〉．耕深10．9仰→14．1仰

すなわち，耕転機自体の優越性を経営面に培極的に活

用してゆく傾向が強い．

経営上の採算が考慮されなければこのような更新は考

えられなし‾、．

いま，K・T両部落について稲作収量の変化を示すと

第5表のとおりである．

用水不足によって田植の断続的に行われた25年と，相

対的に用水事情のよくなった28年以降の32年とを単純に

比較してみることはできないが，32年にはその収量の飛

躍的な増加と，階層隔差の桁少が注月される．

第5表．階層別の相作収量（10a当り）
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それは，耕転機による耕転能率の上昇とそれに伴う苗

代管理労働の集約＝健苗の育成，田植の早期化（T部落

の28年と32年の田植開始日を比較すると，32年では11戸

平均で5．4日早まった），深耕等，耕転機利用にある程

度裏打された増収によるものといえる．

たんに償却費の経済計算ばかりでなく，この面の効果

を考えるならば，耕転機の過剰投資をうれえるよりむし

ろその詰極的意義を十分評価しなければならない．

3．今後の同日臨点

耕転機の一般的普及はますます役畜排除の憤向を促進

する．従来役畜に裏打された地力維持の問題をどのよう

に解決するか，用者の導入とともに問題は残されてい

る．

さらに，耕転機の利用は，技術的・経済的合理性を自

ら貫徹しようとする．その貫徹の一部面を，賃耕の拡

大・共同利用・耕地の内延的拡張（裏作面前増加）・経

営面穀の私大等にみることができるが，前三者における

発展的条件は乏しいように考えられる．
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たとえば東北地方でもっとも耕転機の共有率の高い山

形県について，30年と32年の耕転機の共有率の変化を示

すと71％から17％に急減していることが注月される．こ

れらについては検討しなければならない問題が多い．そ

して．現実には高地価にもかかわらず耕地所有の拡大化

がみられ，階層分化を促進しているように考えられる

（第6表）．

耕転機利用の発展と零細農耕の矛盾とは，他面機械の

小型化という妥協的現象とともに考うべき問題が残され

ている．

（注1）渡辺信夫「自動耕転機普及の実態とその利用の

意義」営農東北20・21合併号所収

第6表．K・T部落の所有耕地の変化（戸）
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